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東坂戸スイミングスクール 
（株式会社 坂戸スイミングスクール） 

 

  



総 則 
第1条 （名称と位置） 

当スクールは、東坂戸スイミングスクールと称し、埼玉県坂戸市関間１-７-１７
におき、㈱坂戸スイミングスクールの管轄により運営します。 

 
第2条 （目的） 

当スクールは、社会体育の一環として水泳に対する正しい知識と理解と関心を広く
社会に普及し、併せて健全な心身の育成を図ることを目的とします。 

 
第3条 （入会資格） 

当スクールに入会できるのは、各会員別に定められた資格に該当し、本規約に同意
した方とします。なお、妊娠中の方、医師等により運動を禁じられている方、他のお
客様に伝染または感染する恐れのある疾病を有している方など、健康上などの理由に

より当施設の利用を制限させていただくことがあります。 
 
第4条 （各種手続き） 

休会、コース変更等をされる方は前月末までに所定の手続きを行なってください。
月末とは、当スクールの最終営業日となります。 

 
第5条 （退会） 

退会しようとする方は、退会届に必要事項を記入し、在席する最終月の１０日まで
に会員証とともに受付に提出してください。所定の手続きがない場合は、それまでの
期日内の月会費を請求します。（電話では受付できませんのでご了承ください。） 

 
第6条 （入会、月会費） 

会員の方は、別に定める入会金及び月会費を納入してください。一旦納入した会費
は、相当の理由があると認められる場合を除き、返金いたしません。毎月の月会費は
前月末までに口座振替によりお支払いいただくことを原則とします。月末とは、当ス
クールの最終営業日となります。 

 
第7条 （除名） 

指導員の指導及び指示に従えない方や、他の会員の迷惑になるなど、当スクールの
会員として適当でないと判断した方は、退会していただくことがあります。 

 
第8条 （場内の管理） 

館内では、別に定める利用上の注意事項を遵守してください。利用上の注意事項を

守らないために発生した事故や盗難について、当スクールは損害賠償及びその他の責
任を負いません。 

 
第9条 （傷害事故の責任） 

お客様が館内でコーチ(または係り員)による指導中に、コーチ(または係り員)の指
示に従っていなかった、お客様の責任に帰すべき事由のために、身体上の傷害を負っ
た場合には、当スクールは損害賠償の責任を負いません。また、天災事変、その他の
不可抗力による傷害または事故については、補償できません。 

 
第10条 （会員種別） 

利用形態に応じたクラスなどの会員種類を定めます。会員種類は、追加、廃止及び

変更をすることがあります。 
 
第11条 （指導内容） 

当スクールでは、各コースに応じた指導要領を設け、内容については指導部にて決
定するものとします。 



 
第12条 （判定） 

等級が定められているクラスでは、スクールが定める日程で判定会を行い、判定会
において合格基準に達していると認められる方は、次の級やクラスに進級することが
できます。 

 
第13条 （休業日） 

毎週月曜日は休業日とします。ただし、場内整備、その他やむを得ない事由が発生
した場合にも休業することがあります。休業する場合は、緊急時を除き 2 週間前ま
でに、会員の方への通知や、場内及びホームページへ掲示するなどの方法によりお知
らせします。 

 
第14条 （拾得物） 

施設に忘れ物、落とし物をされた場合は、速やかにその旨をスクールに問い合わせ
るものとします。拾得物について、別途定める保管期間経過後に処分することができ
るものとします。また腐敗等安全衛生上の問題があると判断する場合、当該保管期間
に限らず拾得物を処分することができるものとします。拾得物を当スクールに引き渡
したことをもって、当該拾得物に関する一切の権利を放棄したものとみなします。 

 
第15条 （盗難、紛失） 

当スクールが会員制クラブであるとしても、多くの方が利用する施設であることを
認識し、ご自身の持ち物が紛失や盗難事故にあわないよう適切に管理するものとしま
す。お客様が施設を利用する際に生じた紛失や盗難事故について、故意または過失が
ある場合を除き、当スクールは賠償及び補償の責任を負わないものとします。 

 
第16条 （個人情報の取り扱いについて） 

入会手続きおよび当施設の利用に際して、当スクールが定める住所、氏名、年齢、
性別、連絡先、緊急連絡先、病歴、その他、お客様の情報を正しく申告するものとし
ます。また、申告した情報に変更が生じた場合には、速やかに変更内容を申告するも
のとします。なお、お客様が申告した個人情報については、当スクールにおいて厳密
に管理し、水泳指導のほか、スクールの運営に必要な範囲に限り利用できるものする。
例外として、お客様が当施設内での事故、怪我等をされた場合、当スクールが必要で
あると判断した範囲において、ご家族、会社および病院その他の医療関係者に開示す
ることができるものとします。 

 
第17条 （規約の変更） 

本規約は、諸般の事情により変更することがあります。規約を変更する際は、変更
内容に応じて相当の周知期間を設けるものとします。 

 
   附 則 
 本規約は、令和３年１１月１日から施行する。 
 
（改訂履歴） 
  昭和５４年 ６月 １日 施行 
  平成２２年 １月 １日 改訂 
  平成２６年 ４月 １日 改訂 

  令和 ３年１１月 １日 改訂 

  



 
スイミングスクールからのお願い  

 

 

 

 

 

１．お子様との約束 

① プールに来た時と帰る時には、受付で会員証を出して、元気な声で「こんにちは」
と「さようなら」の挨拶をしましょう。 

②  館内では走り回ったり遊んだりせず、水着に着替えたら体操場で静かに待ちま
しょう。 

③  練習中は、先生の言うことをしっかりと聞きましょう。 

④  練習中に具合が悪くなってしまった時は、すぐに先生へ教えてください。 

⑤  練習の前、トイレの後、練習の後は、シャワーで身体を洗い流しましょう。 

⑥  忘れ物がないか確認してから帰りましょう。靴を間違えないよう気をつけまし
ょう。 

⑦  寄り道をしないで家に帰りましょう。 

⑧  知らない人には絶対について行ってはいけません！気をつけましょう。 

⑨  おうちの人とプールであったことをたくさん話しましょう。 

 

２．保護者の方へのお願い 

①  気になることや心配なことなどがありましたら、スクールにご相談ください。

お褒めのお言葉は励みに、厳しいお言葉は反省と改善につなげてまいります。 

②  食事は腹痛や嘔吐の原因になるため、練習の 2 時間前には食事を終わらせるよ

うにしてください。なお、空腹状態での運動も低血糖など身体に良くありません

ので、消化の良い物を少量とするなど、ご配慮をお願いします。 

③  練習前に不安になったり、泣いてしまう場合には、楽しい気持ちになるようお

声がけをしてください。心配な時にはスクールにご相談ください。 

④  練習のあった日には、お子様からお話を聞いてください。 

⑤  水着、帽子、タオル、靴などの持ち物には、必ずお名前をはっきりと書いてくだ

さい。 

⑥  貴重品（お金、携帯電話、ゲーム機など）は持たせないようにしてください。持

たせる必要がある時は、受付に預けてください。 

 

「好きこそ物の上手なれ」 人は好きなものに一生懸命になれる、自ら工夫するこ

とで、短い期間で多くのことを吸収することができます。スイミングを好きにな

っていただくことが上達への一番の近道となりますので、各ご家庭でのご協力を

よろしくお願いします。 


